ポーズと音変化が自然な速度のリスニングに及ぼす影響
　山内 豊
　リスニングでは、入力される音声情報を「予測-検証」のプロセスを通して意味区切りしながら意味解釈が行なわれる。発話速度が上がると、1つの意味のまとまりの処理が終わらないうちに新しい音声情報が入力され、オーバーヒートする状態になる。ポーズは、入力情報の処理を保証する時間になるので、聞き取りをやさしくする要因と考えられる。一方、発話速度が上がると、連結や脱落などの音変化を生じることが多くなる。音変化に不慣れな聞き手にとって、音変化を伴って発音された単語や語句は、聞き手の音声心的辞書(acoustic mental lexicon)と異なるので、既知の単語でも聴覚上は未知語になるので、音変化は聞き取りを困難にする要因と考えられる。
　今回の実験では、ポーズと音変化のどちらが自然な速度のリスニングに及ぼす影響が大きいかを調べるために、同じ英文を使って、(A)ポーズはないが音変化がある、(B)ポーズがあり音変化もある、(C)ポーズはなく音変化もない、(D)ポーズはあるが音変化はない、という4つの話し方で録音したテープをネイティブ・スピーカーの協力を得て作成し、これらの英文をカウンターバランスをとりながら大学生に聞かせ、聞いた英文の意味を日本語で書かせ、リスニングの得点とした。
　結果は、(C)ポーズはなく音変化もない話し方で録音した方が、(B)ポーズがあり音変化もある話し方で録音した方よりも、リスニングの成績が高くなり、音変化の方がポーズよりもリスニングに影響を与える度合いが高いことが示された。音変化のために既知語も未知語になるため、リスニングのプロセスで、重要な単語の聞き取り抽出（sampling）ができなくなり、bottom-up 処理が妨害され、その先の処理が進まなくなる。ポーズは処理するための時間を保証するものなので、処理が進まないと、いくらポーズがあってもその効果が発揮できない。そのため、音変化の方がポーズよりもリスニングに影響を与える度合いが高くなったと考えられる。ただし、この結果を一般化するためには、録音英文の厳密なチェックを伴う追試の実施などが必要である。
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